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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年11月24日(2017.11.24)

【公開番号】特開2016-21041(P2016-21041A)
【公開日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【年通号数】公開・登録公報2016-008
【出願番号】特願2014-206905(P2014-206905)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ    9/08     ３６５　

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月5日(2017.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ケイ素重合体を含有する表層を有するトナー粒子を有するトナーであって、前記有
機ケイ素重合体は、下記式（Ｔ３）で表される部分構造を有し、
　前記トナー粒子のテトラヒドロフラン不溶分の２９Ｓｉ－ＮＭＲの測定において、有機
ケイ素重合体の全ピーク面積に対する、下記式（Ｔ３）で表される部分構造のピーク面積
の割合［ＳＴ３］が、ＳＴ３≧０．４０の関係を満たし、
　Ｘ線光電子分光分析を用いた測定において、前記トナー粒子の表層における、ケイ素原
子の濃度ｄＳｉと酸素原子の濃度ｄＯと炭素原子の濃度ｄＣの合計（ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ
）に対するケイ素原子の濃度（ｄＳｉ／［ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ］）が、２．５原子％以上
であることを特徴とするトナー。

【化１】

（式（Ｔ３）中、Ｒは炭素数１以上６以下のアルキル基又はフェニル基を表す。）
【請求項２】
　前記トナー粒子のテトラヒドロフラン不溶分の２９Ｓｉ－ＮＭＲの測定において、前記
有機ケイ素重合体の全ピーク面積に対する、ケイ素に結合するＯ１／２の数が２．０であ
る構造のピーク面積の割合［ＳＸ２］と前記ＳＴ３が、ＳＴ３／ＳＸ２≧１．００の関係
を満たす請求項１に記載のトナー。
【請求項３】
　前記有機ケイ素重合体は、下記式（Ｚ）で表される構造を有する有機ケイ素化合物の重
合体である請求項１又は２に記載のトナー。
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【化２】

（式（Ｚ）中、Ｒ１は炭素数１以上６以下のアルキル基又はフェニル基を表し、Ｒ２、Ｒ

３及びＲ４は、それぞれ独立して、ハロゲン原子、ヒドロキシ基、アセトキシ基、又は、
アルコキシ基を表す。）
【請求項４】
　前記式（Ｚ）中のＲ１が、メチル基、エチル基、プロピル基、又は、フェニル基である
請求項３に記載のトナー。
【請求項５】
　前記Ｒ１が、炭素数１以上３以下のアルキル基である請求項３に記載のトナー。
【請求項６】
　前記アルキル基が、メチル基、エチル基、又は、プロピル基である請求項５に記載のト
ナー。
【請求項７】
　前記式（Ｚ）中のＲ２、Ｒ３及びＲ４は、それぞれ独立して、アルコキシ基である請求
項３～６のいずれか一項に記載のトナー。
【請求項８】
　前記Ｒがメチル基である請求項１～７のいずれか一項に記載のトナー。
【請求項９】
　前記ケイ素原子の濃度（ｄＳｉ／［ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ］）が、５．０原子％以上であ
る請求項１～８のいずれか一項に記載のトナー。
【請求項１０】
　前記ケイ素原子の濃度（ｄＳｉ／［ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ］）が、１０．０原子％以上で
ある請求項１～９のいずれか一項に記載のトナー。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載のトナーの製造方法であって、
　水系媒体中で、
　　前記有機ケイ素重合体を形成するための有機ケイ素化合物、及び、
　　重合性単量体
を含有する重合性単量体組成物の粒子を形成し、前記重合性単量体を重合させトナー粒子
を得る工程を有する製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、有機ケイ素重合体を含有する表層を有するトナー粒子を有するトナーであっ
て、前記有機ケイ素重合体は、下記式（Ｔ３）で表される部分構造を有し、
　前記トナー粒子のテトラヒドロフラン（ＴＨＦ）不溶分の２９Ｓｉ－ＮＭＲの測定にお
いて、有機ケイ素重合体の全ピーク面積に対する、下記式（Ｔ３）で表される部分構造の
ピーク面積の割合［ＳＴ３］が、ＳＴ３≧０．４０の関係を満たし、
　Ｘ線光電子分光分析を用いた測定において、前記トナー粒子の表層における、ケイ素原
子の濃度ｄＳｉと酸素原子の濃度ｄＯと炭素原子の濃度ｄＣの合計（ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ
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）に対するケイ素原子の濃度（ｄＳｉ／［ｄＳｉ＋ｄＯ＋ｄＣ］）が、２．５原子％以上
であることを特徴とするトナーに関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　本発明において、トナー粒子は荷電制御剤を含有してもよい。荷電制御剤としては、公
知のものが使用できる。特に帯電スピードが速く、かつ、一定の帯電量を安定して維持で
きる荷電制御剤が好ましい。さらに、トナー粒子を直接重合法により製造する場合には、
重合阻害性が低く、水系媒体への可溶化物が実質的にない荷電制御剤が特に好ましい。
　荷電制御剤として、トナー粒子を負荷電性に制御するものとしては、以下のものが挙げ
られる。
　有機金属化合物及びキレート化合物として、モノアゾ金属化合物、アセチルアセトン金
属化合物、芳香族オキシカルボン酸、芳香族ダイカルボン酸、オキシカルボン酸及びダイ
カルボン酸系の金属化合物。他には、芳香族オキシカルボン酸、芳香族モノ及びポリカル
ボン酸及びその金属塩、無水物、又はエステル類、ビスフェノールのようなフェノール誘
導体類なども含まれる。さらに、尿素誘導体、含金属サリチル酸系化合物、含金属ナフト
エ酸系化合物、ホウ素化合物、４級アンモニウム塩、カリックスアレーンが挙げられる。
　一方、トナー粒子を正荷電性に制御する荷電制御剤としては、以下のものが挙げられる
。
　ニグロシン及び脂肪酸金属塩のような化合物によるニグロシン変性物；グアニジン化合
物；イミダゾール化合物；トリブチルベンジルアンモニウム－１－ヒドロキシ－４－ナフ
トスルフォン酸塩、テトラブチルアンモニウムテトラフルオロボレートのような４級アン
モニウム塩、及びこれらの類似体であるホスホニウム塩のようなオニウム塩及びこれらの
レーキ顔料；トリフェニルメタン染料及びこれらのレーキ顔料（レーキ化剤としては、リ
ンタングステン酸、リンモリブデン酸、リンタングステンモリブデン酸、タンニン酸、ラ
ウリン酸、没食子酸、フェリシアン化物、フェロシアン化物など）；高級脂肪酸の金属塩
；樹脂系荷電制御剤。
　これら荷電制御剤は単独で或いは２種類以上組み合わせて含有することができる。これ
ら荷電制御剤の中でも、含金属サリチル酸系化合物が好ましく、特にその金属がアルミニ
ウムもしくはジルコニウムが好ましい。最も好ましい荷電制御剤としては、３，５－ジ－
ｔｅｒｔ－ブチルサリチル酸アルミニウム化合物である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　（着色剤粒子分散液１の調製）
　・銅フタロシアニン（ピグメントブルー１５：３）：４５質量部
　・イオン性界面活性剤ネオゲンＲＫ（第一工業製薬（株）製）：５質量部
　・イオン交換水：１９０質量部
　上記成分を混合し、ホモジナイザー（ＩＫＡ製ウルトラタラックス）により１０分間分
散した後に、アルティマイザー（対向衝突型湿式粉砕機：（株）スギノマシン製）を用い
圧力２５０ＭＰａで２０分間分散処理を行い、着色剤粒子の体積平均粒径が１２０ｎｍで
、固形分量が２０％の着色剤粒子分散液１を得た。
　（離型剤粒子分散液の調製）
　・オレフィンワックス（融点：８４℃）：６０質量部
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　・イオン性界面活性剤ネオゲンＲＫ（第一工業製薬（株）製）：２．０質量部
　・イオン交換水：２４０質量部
　以上を１００℃に加熱して、ＩＫＡ製ウルトラタラックスＴ５０にて十分に分散後、圧
力吐出型ゴーリンホモジナイザーで１１５℃に加温して分散処理を１時間行い、体積平均
粒径１６０ｎｍ、固形分量２０％の離型剤粒子分散液を得た。
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